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し，地域ごとに年最大値法により地域頻度解

析を適用して 100 年確率日雨量の経年変化

を調べた。各地点で推定された確率日雨量を

それぞれ 1928 年の値で除して基準化し，各

傾向型別に，各年の平均値，最大値，最小値，

平均値±標準偏差の各値の経年変化を調べた

結果を，傾向型別に図３(a)〜(c)に示す。各地

域と各地点の観測年数を考慮して，ある程度

の精度が期待できる 1970 年頃以降に着目す

ると，100 年確率日雨量が減少する傾向を示

す地点が多かった 
5．考察    地点頻度解析，地域頻度解析の

いずれの結果を見ても，1970 年以降に，各傾

向型に分類できる 25 地点のうち 20 地点で

100 年確率日雨量が減少する傾向が見られ，

増加傾向が示された地点はごく少数であっ

た。この結果は，少なくとも西日本地域では確率雨量が減少傾向を示す地点が多いことを

示しており，将来の水害の激化を予測する一般的な結果とは異なる傾向を示した。 

6．おわりに    近年の豪雨では，降雨継続時間や降雨域の広がりなどの降雨の時空間分布

の特性が急激に変化してきているために，確率日雨量のみを対象とした検討では現況を適

切に評価することが難しいとも考えられる。近年の降雨特性の経年変化を適切に評価する

ためには，各地域における地形や気候などの特性にも考慮し，降雨継続時間や雨量の空間

分布など，多角的な観点から検討を加える必要がある。 
参考文献 近森・永井（2013），農業農村工学会論文集 81-5，439–451. 

 

 

 
図３  傾向型別に見た確率日雨量の経年変

化（地域頻度解析） 
Fig.3 Three Secular Change Patterns in 100-yr 

Daily Rainfall (a) “increase-then-
decrease”, (b) “increase”, and (c) 
“decrease” patterns 

 
図２ 各傾向型の代表地点における 100 年確

率日雨量の経年変化（地点頻度解析） 
Fig.2 Typical Secular Change Patterns in 

100-yr Daily rainfall (SFA) 
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